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本号で公布された条例のあらまし 

 
◇栃木県プラスチック資源循環推進条例の制定（栃木県条例第２号） 

 プラスチック資源循環の推進に関し、県の責務等を明らかにするとともに、プラスチック資源循環の推進に  

関する施策の基本となる事項を定めることにより、プラスチック資源循環の推進に関する施策を総合的かつ計  

画的に推進するため、次のとおり条例を制定することとしました。 

１ 定義（第２条関係） 

この条例における「循環型社会」、「循環資源」、「循環的な利用」、「廃プラスチック類等」及び「プ  

ラスチック資源循環」の意義を定めることとしました。 

２ 県、事業者及び県民の責務 

⑴ 県は、プラスチック資源循環の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有することと  

 しました。（第３条関係） 

 ⑵ 事業者は、その事業活動を行うに際しては、プラスチック製品等の原材料等がその事業活動において廃  

プラスチック類等となることを抑制するために必要な措置を講ずるとともに、当該原材料等がその事業活  

動において循環資源となった場合には、これについて自ら適正に循環的な利用を行い、若しくはこれにつ  

いて適正に循環的な利用が行われるために必要な措置を講じ、又は循環的な利用が行われない当該循環資  

源について自らの責任において適正に処分する責務を有することとしました。（第４条関係） 

 ⑶ 県民は、プラスチック製品等に関し、なるべく長期間使用すること、再生品を使用すること、循環資源  

が分別して回収されることに協力すること等により、プラスチック製品等が廃プラスチック類等となるこ  

とを抑制し、プラスチック製品等が循環資源となったものについて適正に循環的な利用が行われることを  

促進するよう努めるものとすることとしました。（第５条関係） 

３ 市町村との連携等（第６条関係） 

県は、市町村と連携及び協力を図り、プラスチック資源循環の推進に関する施策を確実かつ効果的に実施  

するよう努めるとともに、市町村において、当該地域の実情に応じたプラスチック資源循環の推進に関する  

施策が円滑に実施されるよう、助言、情報の提供その他の措置を講ずるものとすることとしました。 

４ プラスチック資源循環の推進に関する基本的な指針（第７条関係） 

知事は、プラスチック資源循環の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、プラスチック  

資源循環の推進に関する基本的な指針を定めるものとすることとしました。 

５ プラスチック資源循環の推進に関する基本的施策 

⑴ 廃プラスチック類等の発生の抑制（第８条関係） 

⑵ 廃プラスチック類等の循環的な利用の促進等（第９条関係） 

⑶ 廃プラスチック類等の適正な処分（第10条関係） 

⑷ 教育及び学習の振興等（第11条関係） 

⑸ 研究及び技術開発に対する支援（第12条関係）  

⑹ 産業の振興（第13条関係） 

 ⑺ 推進体制の整備（第14条関係） 

⑻ 財政上の措置（第15条関係） 

６ 施行期日 

この条例は、公布の日から施行することとしました。 
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栃 木 県 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 推 進 条 例  

目 次  

前 文  

第 一 章  総 則 （ 第 一 条 ― 第 六 条 ）  

第 二 章  プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 な 指 針 （ 第 七 条 ）  

第 三 章  プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策 （ 第 八 条 ― 第 十 五 条 ）  

附 則  

 プ ラ ス チ ッ ク は 、 我 々 の 生 活 に 利 便 性 と 恩 恵 を も た ら し た 。 さ ら に 、 機 能 の 高 度 化 を 通 じ 、 食 品  

等 の 長 期 の 品 質 保 持 を 可 能 と し て 食 品 ロ ス の 削 減 に 寄 与 す る と と も に 、 軽 量 化 に よ っ て 運 搬 時 の エ  

ネ ル ギ ー 効 率 の 改 善 等 を 促 進 し 、 社 会 的 課 題 の 解 決 に 貢 献 し て き た 。  

 他 方 、 今 、 資 源 の 大 量 消 費 が 気 候 変 動 な ど を 地 球 規 模 で 引 き 起 こ し て い る 。 と り わ け 、 プ ラ ス  

チ ッ ク に 関 し て は 、 い わ ゆ る マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク な ど の 海 洋 ご み が 生 態 系 に 大 き な 影 響 を 与 え る  

リ ス ク が 懸 念 さ れ て お り 、 早 急 か つ 実 効 性 の あ る 対 策 が 求 め ら れ て い る 。  

 今 こ そ 使 い 捨 て 型 の 大 量 消 費 社 会 か ら 循 環 型 社 会 へ の 大 胆 な 移 行 が 必 要 で あ り 、 プ ラ ス チ ッ ク の  

持 つ 高 度 な 機 能 を 尊 重 し つ つ 、 プ ラ ス チ ッ ク と の 上 手 な 付 き 合 い 方 を 探 求 し 、 持 続 可 能 な 社 会 の 実  

現 に 向 け た 新 た な 一 歩 を 踏 み 出 し て い か な け れ ば な ら な い 。  

栃 木 県 は 、 山 ・ 川 ・ 里 ・ 湖 な ど 豊 か な 自 然 に あ ふ れ 、 美 し く 清 ら か な 環 境 を 有 す る 。 無 駄 に 使 わ  

れ る 資 源 を 徹 底 的 に 減 ら し 、 将 来 に わ た り 「 ふ る さ と 栃 木 」 の 豊 か な 自 然 と 清 ら か な 環 境 を 引 き 継  

い で い く こ と は 、 我 々 の 使 命 で あ り 、 責 任 で あ る 。  

こ こ に 、 プ ラ ス チ ッ ク が 資 源 と し て 適 正 に 循 環 す る 体 制 を 築 き 、 持 続 可 能 な 循 環 型 社 会 を 実 現 す  

る こ と を 決 意 し 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 。  

第 一 章  総 則  

（ 目 的 ）  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 栃 木 県 環 境 基 本 条 例 （ 平 成 八 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） 第 三 条 の 基 本 理 念 （ 以 下  

「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 し 、 県 の 責 務 等 を 明 ら か  

に す る と と も に 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め る こ と に よ  

り 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 循 環 型 社 会  

の 形 成 並 び に 県 民 の 健 康 の 保 持 及 び 増 進 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 二 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

一 循 環 型 社 会 循 環 型 社 会 形 成 推 進 基 本 法 （ 平 成 十 二 年 法 律 第 百 十 号 。 以 下 「 循 環 基 本 法 」 と  

い う 。 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 循 環 型 社 会 を い う 。  

二 循 環 資 源  循 環 基 本 法 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 循 環 資 源 を い う 。  

三 循 環 的 な 利 用  循 環 基 本 法 第 二 条 第 四 項 に 規 定 す る 循 環 的 な 利 用 を い う 。  

四 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等  次 に 掲 げ る 物 を い う 。  

イ 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類  

ロ 一 度 使 用 さ れ 、 若 し く は 使 用 さ れ ず に 収 集 さ れ 、 若 し く は 廃 棄 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク 製 の 物  

品 （ 現 に 使 用 さ れ て い る も の を 除 く 。 ） 又 は 製 品 の 製 造 、 加 工 、 修 理 若 し く は 販 売 そ の 他 の  

人 の 活 動 に 伴 い 副 次 的 に 得 ら れ た プ ラ ス チ ッ ク 製 の 物 品 （ イ に 掲 げ る 物 を 除 く 。 ）  

五 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 製 品 、 容 器 等 （ 以 下 「 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 」 と い  

う 。 ） が 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 と な る こ と を 抑 制 し 、 並 び に プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 が 循 環 資 源 と  

な っ た 場 合 に お い て は こ れ に つ い て 適 正 に 循 環 的 な 利 用 を 行 い 、 及 び 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ な  

い 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 に つ い て は 適 正 に 処 分 す る こ と を い う 。  

（ 県 の 責 務 ）  

第 三 条  県 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 に 策 定  

し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。  

（ 事 業 者 の 責 務 ）  

第 四 条  事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 そ の 事 業 活 動 を 行 う に 際 し て は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 の  

原 材 料 等 が そ の 事 業 活 動 に お い て 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 と な る こ と を 抑 制 す る た め に 必 要 な 措 置 を  

講 ず る と と も に 、 当 該 原 材 料 等 が そ の 事 業 活 動 に お い て 循 環 資 源 と な っ た 場 合 に は 、 こ れ に つ い  

て 自 ら 適 正 に 循 環 的 な 利 用 を 行 い 、 若 し く は こ れ に つ い て 適 正 に 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ る た め に  
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  栃 木 県 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 推 進 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。 
   令 和 二 年 三 月 十 日  

                          栃 木 県 知 事   福  田  富  一   
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第 二 章  プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 な 指 針 （ 第 七 条 ）  

第 三 章  プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策 （ 第 八 条 ― 第 十 五 条 ）  

附 則  

 プ ラ ス チ ッ ク は 、 我 々 の 生 活 に 利 便 性 と 恩 恵 を も た ら し た 。 さ ら に 、 機 能 の 高 度 化 を 通 じ 、 食 品  

等 の 長 期 の 品 質 保 持 を 可 能 と し て 食 品 ロ ス の 削 減 に 寄 与 す る と と も に 、 軽 量 化 に よ っ て 運 搬 時 の エ  

ネ ル ギ ー 効 率 の 改 善 等 を 促 進 し 、 社 会 的 課 題 の 解 決 に 貢 献 し て き た 。  

 他 方 、 今 、 資 源 の 大 量 消 費 が 気 候 変 動 な ど を 地 球 規 模 で 引 き 起 こ し て い る 。 と り わ け 、 プ ラ ス  

チ ッ ク に 関 し て は 、 い わ ゆ る マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク な ど の 海 洋 ご み が 生 態 系 に 大 き な 影 響 を 与 え る  

リ ス ク が 懸 念 さ れ て お り 、 早 急 か つ 実 効 性 の あ る 対 策 が 求 め ら れ て い る 。  

 今 こ そ 使 い 捨 て 型 の 大 量 消 費 社 会 か ら 循 環 型 社 会 へ の 大 胆 な 移 行 が 必 要 で あ り 、 プ ラ ス チ ッ ク の  

持 つ 高 度 な 機 能 を 尊 重 し つ つ 、 プ ラ ス チ ッ ク と の 上 手 な 付 き 合 い 方 を 探 求 し 、 持 続 可 能 な 社 会 の 実  

現 に 向 け た 新 た な 一 歩 を 踏 み 出 し て い か な け れ ば な ら な い 。  

栃 木 県 は 、 山 ・ 川 ・ 里 ・ 湖 な ど 豊 か な 自 然 に あ ふ れ 、 美 し く 清 ら か な 環 境 を 有 す る 。 無 駄 に 使 わ  

れ る 資 源 を 徹 底 的 に 減 ら し 、 将 来 に わ た り 「 ふ る さ と 栃 木 」 の 豊 か な 自 然 と 清 ら か な 環 境 を 引 き 継  

い で い く こ と は 、 我 々 の 使 命 で あ り 、 責 任 で あ る 。  

こ こ に 、 プ ラ ス チ ッ ク が 資 源 と し て 適 正 に 循 環 す る 体 制 を 築 き 、 持 続 可 能 な 循 環 型 社 会 を 実 現 す  

る こ と を 決 意 し 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 。  

第 一 章  総 則  

（ 目 的 ）  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 栃 木 県 環 境 基 本 条 例 （ 平 成 八 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） 第 三 条 の 基 本 理 念 （ 以 下  

「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 し 、 県 の 責 務 等 を 明 ら か  

に す る と と も に 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め る こ と に よ  

り 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 循 環 型 社 会  

の 形 成 並 び に 県 民 の 健 康 の 保 持 及 び 増 進 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 二 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

一 循 環 型 社 会 循 環 型 社 会 形 成 推 進 基 本 法 （ 平 成 十 二 年 法 律 第 百 十 号 。 以 下 「 循 環 基 本 法 」 と  

い う 。 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 循 環 型 社 会 を い う 。  

二 循 環 資 源  循 環 基 本 法 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 循 環 資 源 を い う 。  

三 循 環 的 な 利 用  循 環 基 本 法 第 二 条 第 四 項 に 規 定 す る 循 環 的 な 利 用 を い う 。  

四 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等  次 に 掲 げ る 物 を い う 。  

イ 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類  

ロ 一 度 使 用 さ れ 、 若 し く は 使 用 さ れ ず に 収 集 さ れ 、 若 し く は 廃 棄 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク 製 の 物  

品 （ 現 に 使 用 さ れ て い る も の を 除 く 。 ） 又 は 製 品 の 製 造 、 加 工 、 修 理 若 し く は 販 売 そ の 他 の  

人 の 活 動 に 伴 い 副 次 的 に 得 ら れ た プ ラ ス チ ッ ク 製 の 物 品 （ イ に 掲 げ る 物 を 除 く 。 ）  

五 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 製 品 、 容 器 等 （ 以 下 「 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 」 と い  

う 。 ） が 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 と な る こ と を 抑 制 し 、 並 び に プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 が 循 環 資 源 と  

な っ た 場 合 に お い て は こ れ に つ い て 適 正 に 循 環 的 な 利 用 を 行 い 、 及 び 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ な  

い 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 に つ い て は 適 正 に 処 分 す る こ と を い う 。  

（ 県 の 責 務 ）  

第 三 条  県 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 に 策 定  

し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。  

（ 事 業 者 の 責 務 ）  

第 四 条  事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 そ の 事 業 活 動 を 行 う に 際 し て は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 の  

原 材 料 等 が そ の 事 業 活 動 に お い て 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 と な る こ と を 抑 制 す る た め に 必 要 な 措 置 を  

講 ず る と と も に 、 当 該 原 材 料 等 が そ の 事 業 活 動 に お い て 循 環 資 源 と な っ た 場 合 に は 、 こ れ に つ い  

て 自 ら 適 正 に 循 環 的 な 利 用 を 行 い 、 若 し く は こ れ に つ い て 適 正 に 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ る た め に  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

必 要 な 措 置 を 講 じ 、 又 は 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ な い 当 該 循 環 資 源 に つ い て 自 ら の 責 任 に お い て 適  

正 に 処 分 す る 責 務 を 有 す る 。  
２ プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 の 製 造 、 販 売 等 を 行 う 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 そ の 事 業 活 動 を 行  

う に 際 し て は 、 当 該 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 の 耐 久 性 の 向 上 そ の 他 の 当 該 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 が 廃 プ  

ラ ス チ ッ ク 類 等 と な る こ と を 抑 制 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る と と も に 、 当 該 プ ラ ス チ ッ ク 製  

品 等 の 設 計 の 工 夫 及 び 材 質 又 は 成 分 の 表 示 そ の 他 の 当 該 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 が 循 環 資 源 と な っ た  

も の に つ い て 適 正 に 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ る こ と を 促 進 し 、 及 び そ の 適 正 な 処 分 が 困 難 と な ら な  

い よ う に す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る 責 務 を 有 す る 。  

（ 県 民 の 責 務 ）  

第 五 条  県 民 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 に 関 し 、 な る べ く 長 期 間 使 用 す る こ  

と 、 再 生 品 を 使 用 す る こ と 、 循 環 資 源 が 分 別 し て 回 収 さ れ る こ と に 協 力 す る こ と 等 に よ り 、 プ ラ  

ス チ ッ ク 製 品 等 が 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 と な る こ と を 抑 制 し 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 が 循 環 資 源 と  

な っ た も の に つ い て 適 正 に 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ る こ と を 促 進 す る よ う 努 め る も の と す る 。  

２ 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 県 民 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 自 ら  

努 め る と と も に 、 県 が 実 施 す る プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る  

も の と す る 。  

（ 市 町 村 と の 連 携 等 ）  

第 六 条  県 は 、 市 町 村 と 連 携 及 び 協 力 を 図 り 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 確 実 か  

つ 効 果 的 に 実 施 す る よ う 努 め る と と も に 、 市 町 村 に お い て 、 当 該 地 域 の 実 情 に 応 じ た プ ラ ス チ ッ  

ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 が 円 滑 に 実 施 さ れ る よ う 、 助 言 、 情 報 の 提 供 そ の 他 の 措 置 を 講 ず  

る も の と す る 。  

第 二 章  プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 な 指 針  

第 七 条  知 事 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た  

め 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 な 指 針 （ 以 下 「 基 本 指 針 」 と い う 。 ） を 定 め る  

も の と す る 。  

２ 基 本 指 針 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。  

一 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 事 項  

二 前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 し 必 要 な 事 項  

３ 知 事 は 、 基 本 指 針 を 定 め 、 又 は こ れ を 変 更 し た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 す る も の と す  

る 。  

    第 三 章 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策  

（ 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 の 発 生 の 抑 制 ）  

第 八 条  県 は 、 事 業 者 が そ の 事 業 活 動 に 際 し て プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 の 原 材 料 を 効 率 的 に 利 用 す る こ  

と 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 容 器 等 を 使 用 す る 場 合 に は 繰 り 返 し て 使 用 す る こ と が 可 能 な も の を 使 用 す  

る こ と 等 に よ り プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 の 原 材 料 等 が 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 と な る こ と を 抑 制 す る よ  

う 、 情 報 の 提 供 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

２ 県 は 、 県 民 が プ ラ ス チ ッ ク 製 の 製 品 を な る べ く 長 期 間 使 用 す る こ と 、 商 品 の 購 入 に 際 し て プ ラ  

ス チ ッ ク 製 の 容 器 等 が 過 剰 に 使 用 さ れ て い な い 商 品 を 選 択 す る こ と 等 に よ り プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等  

が 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 と な る こ と を 抑 制 す る よ う 、 知 識 の 普 及 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の  

と す る 。  

（ 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 の 循 環 的 な 利 用 の 促 進 等 ）  

第 九 条  県 は 、 事 業 者 が 、 そ の 事 業 活 動 に 際 し て 、 当 該 事 業 活 動 に お い て 発 生 し た 循 環 資 源 （ 廃 プ  

ラ ス チ ッ ク 類 等 に 係 る も の に 限 る 。 ） に つ い て 自 ら 適 正 に 循 環 的 な 利 用 を 行 い 、 若 し く は こ れ に  

つ い て 適 正 に 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ る こ と を 促 進 し 、 又 は 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ な い 当 該 循 環 資  

源 に つ い て 自 ら の 責 任 に お い て 適 正 に 処 分 す る よ う 、 情 報 の 提 供 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る も  

の と す る 。  

２ 県 は 、 県 民 が 、 そ の 使 用 に 係 る プ ラ ス チ ッ ク 製 品 等 が 循 環 資 源 と な っ た も の が 分 別 し て 回 収 さ  

れ る こ と に 協 力 す る こ と 等 に よ り 当 該 循 環 資 源 に つ い て 適 正 に 循 環 的 な 利 用 及 び 処 分 が 行 わ れ る  

こ と を 促 進 す る よ う 、 普 及 啓 発 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

（ 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 の 適 正 な 処 分 ）  

第 十 条  県 は 、 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ な い 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 等 に つ い て 適 正 に 処 分 が 行 わ れ る よ  

う 、 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 

（ 教 育 及 び 学 習 の 振 興 等 ）  

第 十 一 条 県 は 、 学 校 、 地 域 、 家 庭 等 に お け る プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 教 育 及 び 学 習  

の 振 興 並 び に 広 報 活 動 の 充 実 の た め 、 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

（ 研 究 及 び 技 術 開 発 に 対 す る 支 援 ）  

第 十 二 条 県 は 、 事 業 者 等 が 実 施 す る プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 資 す る 研 究 及 び 技 術 開 発 を 支  

援 す る た め 、 助 言 、 情 報 の 提 供 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。  

（ 産 業 の 振 興 ）  

第 十 三 条 県 は 、 県 民 、 事 業 者 及 び こ れ ら の 者 の 組 織 す る 団 体 、 大 学 、 研 究 機 関 、 国 並 び に 市 町 村  

と の 連 携 の 下 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 寄 与 す る 産 業 の 振 興 を 図 る た め 、 必 要 な 措 置 を 講  

ず る よ う 努 め る も の と す る 。  

（ 推 進 体 制 の 整 備 ）  

第 十 四 条 県 は 、 県 、 市 町 村 、 県 民 及 び 事 業 者 が 一 体 と な っ て プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す  

る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め 、 必 要 な 体 制 の 整 備 に 努 め る も の と す る 。  

（ 財 政 上 の 措 置 ）  

第 十 五 条 県 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 実 施 す る た め 、 必 要 な 財 政 上 の 措 置  

を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。  

    附  則  

  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 議 会 事 務 局 ）  
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（ 教 育 及 び 学 習 の 振 興 等 ）  

第 十 一 条 県 は 、 学 校 、 地 域 、 家 庭 等 に お け る プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 教 育 及 び 学 習  

の 振 興 並 び に 広 報 活 動 の 充 実 の た め 、 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

（ 研 究 及 び 技 術 開 発 に 対 す る 支 援 ）  
第 十 二 条 県 は 、 事 業 者 等 が 実 施 す る プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 資 す る 研 究 及 び 技 術 開 発 を 支  

援 す る た め 、 助 言 、 情 報 の 提 供 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。  

（ 産 業 の 振 興 ）  

第 十 三 条 県 は 、 県 民 、 事 業 者 及 び こ れ ら の 者 の 組 織 す る 団 体 、 大 学 、 研 究 機 関 、 国 並 び に 市 町 村  

と の 連 携 の 下 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 寄 与 す る 産 業 の 振 興 を 図 る た め 、 必 要 な 措 置 を 講  

ず る よ う 努 め る も の と す る 。  

（ 推 進 体 制 の 整 備 ）  

第 十 四 条 県 は 、 県 、 市 町 村 、 県 民 及 び 事 業 者 が 一 体 と な っ て プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す  

る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め 、 必 要 な 体 制 の 整 備 に 努 め る も の と す る 。  

（ 財 政 上 の 措 置 ）  

第 十 五 条 県 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 実 施 す る た め 、 必 要 な 財 政 上 の 措 置  

を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。  

    附  則  

  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 議 会 事 務 局 ）  

   


